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１．はじめに  

コンクリート道路橋では，冬季に散布される凍

結防止剤や海からの飛来塩分による塩害抑制を目

的にコンクリート表面含浸材(以後含浸材)が用い

られており，その有効性について多くの報告１）２）

がなされている.しかしながら，表面被覆材のよう

に塗膜の保護膜が形成されず，塩化物イオンの浸

入を少なからず許容するので塩化物イオン透過性

を明らかにする必要がある.そのため，本研究では，

表面被覆工で採用されている拡散セルの遮塩性試

験(図 1)を基本に，コンクリートの電気泳動試験

(JSCE-G571-2007)の手法を組み合わせて電気泳動

による拡散セル方式遮塩性試験で塩化物イオン透

過量について検討した. 

２．塩化物イオン透過量の測定の結果と考察 

（1）試験に供した含浸材の試料 

表 1に示すシラン系４種，ケイ酸塩系１種，

基準用のモルタル板の計６種を用いた．なお含

浸材を塗付した基板は．全て 10mm 厚のＷ/C50%

のモルタル板である. 

（2）拡散セルの遮塩性試験 

図２には，31～90 日までの各試料の塩化物イ

オン透過量を示した.分析は，全て液体クロマト

グラフィーを用いた．その結果，各含浸材の塩

化物イオン透過量は，モルタル板より低く遮断

性があることを確認できた.しかし，その値は低

低く試料間の差が確認できなかった. 

（3）電気泳動法による拡散セル遮塩性試験 

(2)の結果を踏まえ，塩化物イオンを促進的に

透過させるためにコンクリートの電気泳動試験

方法を参考に検討を行った． 

測定に用いた試験装置を図３に示した. 測定

は 10 分間隔で電流値を約 7日間測定した. 

図４に一例として試料Ｂの電気泳動法による電流

の経時変化を示した．その結果，電流値は初期から 
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図３ 電気泳動法による拡散セル遮塩性試験の回路

図１　拡散セルによる遮塩性試験
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表１　試験に供した含浸材の試料　

記号 種　類

Ａ シラン系
Ｂ 同上
Ｃ 同上
Ｄ 同上
Ｅ ケイ酸塩系
Ｍ 無塗装モルタル板(JIS R5201成型品)

　　　図２　各試料(平均値)：拡散セルによる塩化物イオン透過量
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図５電気泳動法による塩化物イオン透過量の経時変化
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図６ 1 年暴露後のモルタル中の可溶性塩化物量

　1年暴露後の試験体 １層目:表面0～ 5mm,2層目 :5～ 10mm,3層目 :10～ 15mm
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図４ 電気泳動法による電流の経時変化 
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徐々に増加し傾きがつき，やがてなだらかに定

常状態に変化していた.試料ごとでは，傾きと定

常状態付近の電流値が異なっていた. 

図５に，含浸材の６試料について(2)と同様に

液体クロマトグラフィーで分析した塩化物イオ

ン透過量の経時変化を示した．塩化物イオン透過

量の経時的な順列は，Ｃ＜Ａ，Ｄ＜Ｂ＜Ｅ，Ｍと

なりのシラン系が低く，Ｅのケイ酸系とブランク

であるモルタル板は高い値を示し，試料ごと電流 

値と相関していた. 

３．暴露試験体との相関 

図６に塩化物イオンの飛沫帯に1年間暴露した

試験体のモルタル中の可溶性塩化物量を示し

た.1 層目は表面 0～5mm，2 層目は 5～10mm,3 層目

は 10～15mm の部位を，含浸材の塗付面の深さ方

向に切断した.測定は，JIS A1154 硬化中に含まれ

る塩化物試験方法に準じモルタル層を(2)と同様

に分析した. 

モルタル中の可溶性塩化物量の 1 層目～3 層目

の 結果は，Ｅのケイ酸系とブランクであるモル

タル板が高く，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのシラン系が低い

結果を示した.傾向的には，図５の電気泳動法によ

る測定結果と同様であった. 

４．まとめ 

 電気泳動法による含浸材の拡散セル遮塩性試

験は，従来の拡散セル法による遮塩性試験に比べ

短時間で塩化物イオン透過量を測定することが可

能なことが確認できた.これらの結果より，塩化物イオ

ンの遮断性を計る促進試験方法として適用できる可能

性を確認できた. 

今後は，この電気泳動法による拡散セル遮塩性試験

を含浸材等の塩化物イオン透過量を測る試験方法とし

て検討して行きたいと考える. 
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